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おはようございます。校長先生の声は届いてい

ますか？ 

前回の宿題の答えは分かりましたでしょうか。

今回は、たくさんのお友だちがいろいろな答を書

いてくれました。また同じ意見という人に猫ちゃ

んシールをはってもらったのですが、これもたく

さんの人が貼ってくれました。みなさんありがと

うございます。 

さて、命と関係のない食べ物で、代表的なのは

やはりお水ですね。食べ物と言っていいのかどう

かですが。あとは塩もそうですね。砂糖はサトウ

キビと言う植物から作ってるからダメです。塩は

もともと海の水を乾かして作ります。今は工場で

作ってる場合がほとんどです。後はどうでしょう。

氷という答えを考えてくれた人がいました。すば

らしいです。牛乳という答えも人気がありました

が、牛乳は命からうまれていますね。こんにゃく

も人気がありましたが、一見確かに生き物とは関

係なさそうですが、こんにゃくいもというおいも

さんをすりつぶして練り固めたものですから、立

派な生き物です。このように考えると、私たちの

身の回りで生きものに関わっていないものはほと

んどないことがわかります。私たちは常に他の生

き物の命をいただいて生きているということを忘

れないでください。 

なお、余談ですが、人は御飯も水も飲まないと

どれぐらい生きられるか知っていますか。周りの

ひとと少し聞き合ってみてください。 

なんと３日間ぐらいが限界だそうです。それが

水さえあれば２週間ぐらいは生きて行けて、さら

に塩があれば１ヶ月ぐらい生きていけると言われ

ています。生き物由来の食べ物も大切ですし、生

き物でない食べ物数は少ないのですが、水と塩は

とても重要です。 

 

さて今日は宇宙について少しお話しをします。

なぜこの時期に宇宙なのでしょうか。実は先週木

曜日１０月１日が中秋の名月で、夜中にお月様を

を見られた人も多いのではないでしょうか。昔の

カレンダーで８月１５日に当たる日に、ようやく

暑い夏が終わって、稲をはじめ様々な農作物が実

る秋になったことをお祝いして、夜のお月様をみ

ながら御飯食べたりする日が中秋の名月という行

事です。今でもその名残で、団子を食べますよね。

この間給食でも出ました。この団子は宇宙にある

あるものをイメージしてつくったそうなんですが、

何かわかりますか。そう、お月様なんですね。昔か

ら日本に住む人はお月様を尊敬し、眺めて楽しん

だりしてきたのです。 

 

さて、中秋の名月以外にも、この宇宙ではとん

でもないイベントが起きているのを皆さんは知っ

ていますか？ 

この敷津の街は大都会ですので、なかなかお星

様を見ることも難しいんですが、こんな大都会で

も、今だけはお月様以外に夜空に明るく輝く星が

いくつか見えるのです。夜の８時か９時頃に、お

空をみることがあれば、ぜひお月様以外に輝く星

を見つけてみてください。 

晴れていれば、きっと３つの星は見つかると思

います。かなり明るいのですぐに見つかると思い

ますよ。さあ、それは何という星でしょうか。 

（次回に続きます） 

 


